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第
１
回
都
議
会
定
例
会
で
自
民
・
公

明
・
都
民
フ
ァ
の
賛
成
多
数
で
成
立
し
た

２
０
２
５
年
度
東
京
都
一
般
会
計
予
算

は
９
兆
１
５
８
０
億
円
と
４
年
連
続
で

過
去
最
高
額
を
記
録
し
、
全
会
計
で
は
１

７
兆
８
４
９
７
億
円
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
国
家
予
算
に
匹
敵
す
る
莫
大
な
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
都
は
昨
年
７
月
に
発
出
し
た
「
副

知
事
依
命
通
達
」
で
「
東
京
が
世
界
の
成

長
を
牽
引
し
、
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
へ
と

飛
躍
す
る
た
め
、
国
際
競
争
 力
の
強
化
」

を
は
か
る
こ
と
を
第
１
に
あ
げ
、
そ
の
た

め
に
小
池
都
知
事
お
気
に
入
り
の
「
稼
ぐ

都
市
」、
超
高
層
ビ
ル
に
よ
る
東
京
大
改

造
に
つ
い
て
は
「
聖
域
」
と
し
て
シ
ー
リ

ン
グ（
予
算
の
要
求
上
限
額
）の
枠
外
、
青

天
井
と
す
る
一
方
、
一
般
施
策
に
つ
い
て

は
前
年
度
同
額
の
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
（
物

価
高
騰
を
考
慮
す
れ
ば
実
質
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
）、
さ
ら
に
は
前
年
度
不
用

額
を
残
し
た
施
策
（
都
民
施
策
に
つ
い
て

は
計
画
的
に
使
い
残
し
）
に
つ
い
て
は
　１０

％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
、
革
新
都
政

時
代
に
つ
く
ら
れ
て
今
日
も
都
民
運
動

で
守
ら
れ
て
い
る
２
分
の
１
補
助
は
徹

底
し
た
見
直
し
を
押
し
つ
け
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
予
算
の
中
身
を
見
る
と
、
築

地
や
神
宮
外
苑
な
ど
の
超
高
層
ビ
ル
再

開
発
を
軸
に
、
お
台
場
の
巨
大
噴
水
、
特

定
整
備
路
線
な
ど
に
都
民
の
税
金
を
湯

水
の
よ
う
に
つ
ぎ
込
み
、
１
兆
円
を
超

え
る
投
資
的
経
費
を
計
上
す
る
一
方
、

財
界
要
求
に
応
え
た
一
部
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
予
算
を
除
き
、
高
す
ぎ
る
国
民

健
康
保
険
の
引
き
下
げ
、
小
中
全
学
年

で
の
少
人
数
学
級
実
施
や
教
員
の
大
幅

　
東
京
都
の
予
算
の
編
成
作
業
は
福
祉

や
医
療
、
教
育
、
住
宅
、
中
小
企
業
な
ど

の
施
策
に
つ
い
て
そ
の
必
要
性
、
妥
当
性
、

継
続
性
、
都
民
要
求
、
財
源
対
策
、
市
区

町
村
と
の
調
整
・
合
意
な
ど
を
半
年
間
か

け
て
慎
重
に
検
討
。
係
、
課
、
部
、
局
と

積
み
上
げ
、
財
務
局
の
査
定
を
経
て
は
じ

め
て
予
算
案
と
し
て
提
案
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
小
池

都
知
事
は
こ
の
間
、
年
頭
の
知
事
査
定
で
、

都
議
会
第
１
回
定
例
会
で
問
わ
れ
た
も
の

都
議
会
議
員
選
挙
を

前
に
、
候
補
者
を
公
募

し
て
い
る
政
党
が
あ

る
。
そ
の
募
集
チ
ラ

シ
が
新
聞
に
折
り
込

ま
れ
た
。「
地
域
政
党

○
○
で
は
東
京
都
議

会
議
員
の
候
補
者
を

募
集
し
ま
す
。」「
党
の
綱
領
は
多
選

の
制
限
の
み
」
の
見
出
し
の
下
に
挙

げ
て
あ
る
の
は
…
…
「
議
員
報
酬
１

４
０
０
万
円
」「
政
務
活
動
費
６
０
０

万
円
」「
議
会
へ
の
出
席
５
０
～
９
０

日
」
の
文
字
。
驚
い
た
。
こ
れ
は
、

拘
束
（
勤
務
）
時
間
は
年
５
０
日
～

９
０
日
、
年
収
１
４
０
０
万
円
、
そ

の
ほ
か
６
０
０
万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
も

あ
り
ま
す
よ
、
と
言
っ
て
い
る
の
と

同
じ
こ
と
で
は
な
い
か
。
都
議
候
補

の
募
集
要
項
が
ま
る
で
企
業
の
求
人

広
告
の
要
項
に
み
え
て
き
た
。
そ
し

て
、
綱
領
は
「
多
選
の
制
限
の
み
」。

政
策
、
思
想
、
信
条
は
問
わ
な
い
と

い
う
こ
と
ね
。
▼
私
の
理
解
で
は
、

政
党
と
は
、「
共
通
の
原
理
・
政
策
を

も
ち
、
一
定
の
政
治
理
念
実
現
の
た

め
に
、
政
治
権
力
へ
の
参
与
を
目
的

に
結
ば
れ
た
団
体
」（
広
辞
苑
）
の
は

ず
だ
。
何
の
た
め
に
議
員
に
な
ろ
う

と
す
る
の
か
。
▼
最
近
の
選
挙
の
度

に
目
を
引
く
短
い
言
葉
で
関
心
を
集

め
、
風
に
の
っ
て
、
当
選
、
と
い
う

事
例
を
い
く
つ
も
み
て
き
た
。
こ
ん

な
と
き
こ
そ
政
策
・
政
治
理
念
を
見

比
べ
て
、
政
党
を
選
択
す
る
賢
さ
が

有
権
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
原
点

は
何
か
、
何
の
た
め
に
政
治
が
あ
る

の
か
考
え
続
け
た
い
。（
の
）

　３月２８日。３８日間の会期で開催されていた都議会第１回定例会が終了しました。

この議会は異常な物価高騰、止まるところを知らない貧困と格差の拡大、歴代自

民党政権による消費税大増税、社会保障の連続改悪のもとで開催され、東京都が

国の悪政から都民を守る防波堤の役割を果たすのか、過去最高額の予算を都民

のために使うのかが強く問われました。

視　点

　日本と東京の将来を左右し、国民・都民のくら

しに大きな影響をもたらす都議会議員選挙、参議

院選挙が６～7月に連続してたたかわれます。

　この2つの重要な選挙戦では、腐敗を極めた自

民党、これと不即不離の立場で支える公明党、国

民の前で若干のねじれや見せかけの対決を演出

して見せる自民党の補完勢力としての国民民主

党、維新の党などの支配層の代理人としての政治

的本質を暴き、厳しい審判をくだすとともに、憲

法と民主主義擁護、国民・都民最優先の立場に立

つ市民と野党の共闘勢力、その核となる革新勢力

の躍進で、「政治の大転換」を実現する機会とする

ことが重要となっています。

　また、石原～小池都政のもと展開された財界優

先の超高層ビル再開発を軸とした都市再生・東京

大改造の実態を都民の前に明らかにするととも

に、大軍拡、消費税第増税、社会保障の連続改悪、

雇用破壊の自民党政治と連動して、「稼ぐ都市」を

お題目に推進された貧困と格差の拡大、非正規雇

用を軸とした雇用破壊、あらゆる分野での都民お

きざり都政を都民の目線から告発し、都政を都民

の手に取りもどす政治の大転換を呼びかけます。

参院選・都議選

増
員
、
新
規
都
営
住
宅
の
建
設
、
商
店
街

振
興
予
算
の
拡
充
な
ど
の
都
民
要
求
に

は
ま
っ
た
く
応
え
よ
う
と
せ
ず
、
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
物
価
高
騰
対
策

は
全
体
の
わ
ず
か
０
・
９
％
に
止
め
ら
れ

る
な
ど
、
少
子
化
対
策
を
錦
の
御
旗
に

し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
予
算
優
先
の
恣

意
的
で
著
し
く
公
平
性
を
欠
い
た
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
７
会
派
、
議
会
の
３
分
の
１
の
　
人
４１

が
反
対
し
ま
し
た
。　

財界ファースト・都民置き去り予算

都
議
会
自
民
党
裏
金
問
題

開会６月２日(月)～

閉会６月６日(金)予定

都議会第２回定例会

５月２９日(木) １７：００～
　　新宿駅西口 

開会前宣伝行動

第２回都政学習会

参院選・都議選 政治を変えよう！
政治を都民の手にとりもどそう！

５月８日(木) １８：３０開会
中野ゼロ小ホール

東京大改造と都民のくらし

岩見良太郎 （埼玉大学名誉教授）

講
 演

報告：選挙情勢。各分野からの発言

政治を変えよう！
　都政を都民の手にとりもどそう！

　
国
会
で
政
権
党
の
自
民
党
が
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
の
収
入
を
政
治
資
金
収
支

報
告
書
に
記
載
せ
ず
、
国
民
に
対
し
て

隠
し
て
い
た
「
裏
金
」
問
題
が
大
問
題

と
な
り
、
国
民
的
批
判
を
浴
び
て
い
る

な
か
、
都
議
会
自
民
党
が
同
様
に
、
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
入
を
政
治

資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
せ
ず
、
収
入

の
「
中
抜
き
」
お
こ
な
っ
て
い
た
「
裏

金
」（
注
）
問
題
が
発
覚
、
都
議
会
で

厳
し
い
追
及
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
は
独
自
に
入
手
し

た
「
裏
金
リ
ス
ト
」
も
と
に
ス
ク
ー
プ
。

１
月
末
に
都
議
会
自
民
党
が
記
者
会

見
で
発
表
し
た
裏
金
議
員
数
や
裏
金

額
に
「
虚
偽
の
疑
い
」
が
あ
る
こ
と
を

報
道
。
日
本
共
産
党
都
議
団
も
あ
ら

た
な
資
料
を
も
と
に
都
議
会
自
民
党

が
「
裏
金
つ
く
り
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、

意
図
的
、
組
織
的
」
に
裏
金
づ
く
り
を

お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
産
党
都
議
団
も
加
わ
っ
た

６
会
派
で
「
事
件
の
真
相
解
明
と
政
治

資
金
の
透
明
性
確
保
に
主
眼
を
置
い

た
」
政
治
倫
理
審
査
会
の
設
置
を
提
案

し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
・
都
民
フ
ァ

な
ど
が
激
し
く
抵
抗
し
成
立
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

独
断
・
専
横
、
議
会
軽
視

各
部
局
の
頭
越
し
に
、
１
０
０
０
億
円

も
の
予
算
案
を
も
ち
だ
し
、
有
無
を
言

わ
せ
ず
決
定
す
る
と
い
う
、
ト
ラ
ン
プ

顔
負
け
の
独
断
、
専
横
の
予
算
編
成
を

お
し
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
提
案

さ
れ
る
施
策
は
、
与
党
対
策
、
選
挙
対
策

と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
予
算
と
し

て
都
庁
の
な
か
か
ら
も
批
判
の
声
が
上

げ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
と
の
関
係
で
も
、
野
党
各

会
派
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
を
拒
否
し
、

答
弁
の
内
容
で
も
自
公
都
民
フ
ァ
の
与

党
へ
の
答
弁
と
の
間
に
露
骨
に
差
を
つ

け
、
と
り
わ
け
一
人
会
派
な
ど
に
対
し

て
「
排
除
し
ま
す
」
と
い
う
姿
勢
を
と
っ

て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
議
会
は
知
事
の
付
属
機
関
で
は
な
く
、

行
政
か
ら
独
立
し
た
協
議
・
合
議
の
場
で

あ
り
、
少
数
意
見
は
例
え
そ
の
時
は
少

数
で
あ
っ
て
も
将
来
に
は
多
数
の
意
見

と
な
る
可
能
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
べ
き
、
民
主
主
義
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
す
。
小
池
都
知
事
の
不
遜

な
態
度
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

自民・公明・都民ファの賛成多数で成立

注
）
都
議
会
自
民
党
が
主
催
し
た
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
都
議
1
人
当
た
り
1
0

0
枚
2
0
0
万
円
分
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
が

配
ら
れ
、
半
分
の
5
0
枚
1
0
0
万
円
分

が
販
売
ノ
ル
マ
と
さ
れ
、
ノ
ル
マ
超
過
分

の
収
入
は
都
議
自
身
が
「
中
抜
き
」
し
、

政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
不
記
載
。
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統合作戦司令部発足への抗議行動

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
に
実
現
の

た
め
に
両
国
が
緊
密
に
協
力
し
、
日
米
同

盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
を
一
層
強
化
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
両
閣
僚
は
米
国
に

　
民
青
同
盟
が
こ
の
間
取
り
組
ん
で
い

る
学
生
新
歓
運
動
（
新
入
生
歓
迎
運
動
）

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
歓
運
動
で
は
、
各
学
園
で
対
話
宣
伝

に
取
り
組
み
、
新
入
生
か
ら
学
生
生
活
へ

の
期
待
や
不
安
、
学
問
的
関
心
、
政
治
に

対
す
る
思
い
・
願
い
な
ど
よ
く
聞
き
、「
一

緒
に
学
ぼ
う
」「
行
動
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
て
仲
間
に
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

新
歓
は
民
青
が
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
す
が
、
今
年
の
新
歓
運
動
で
の
新

入
生
の
反
応
は
こ
れ
ま
で
と
違
い
ま
す
。

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、「
ア
メ
リ
カ
い
い

な
り
」「
財
界
中
心
」
と
い
う
「
二
つ
の

異
常
」
を
特
質
と
す
る
自
民
党
政
治
か
ら

抜
け
出
そ
う
と
い
う
民
青
同
盟
の
主
張

が
か
つ
て
な
く
青
年
と
噛
み
合
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
特
に
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
一
連
の

　
2
月
7
日
の
石
破
首
相
と
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
よ
る
日
米
首
脳
会
談
共
同
声

明
は
、「
日
米
同
盟
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋

及
び
そ
れ
を
超
え
た
地
域
の
平
和
、
安

全
及
び
繁
栄
の
礎
で
あ
り
続
け
る
」
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
日
米
同
盟
地
域
を
拡
大
し

ま
し
た
。
そ
し
て
「
2
0
2
7
年
度
よ
り

後
も
抜
本
的
に
防
衛
力
を
強
化
し
て
い

く
」
と
約
束
し
、
安
保
３
文
書
の
一
つ
、

「
防
衛
力
整
備
計
画
」
の
中
で
「
安
定
的

に
維
持
」
す
る
と
し
て
い
る
の
を
、
2
7

年
度
以
降
は
防
衛
力
を
「
抜
本
的
に
強

化
」
す
る
と
変
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
合
意
に
向
け
日
本
は
、
自
衛
隊

全
部
隊
を
実
戦
指
揮
す
る
「
統
合
作
戦
司

令
部
」
を
東
京
・
市
ヶ
谷
の
防
衛
省
に
設

置
し
ま
す
。
米
軍
は
、
米
イ
ン
ド
太
平

洋
軍
の
作
戦
指
揮
権
を
持
つ
「
統
合
軍
司

令
部
」
を
設
置
し
ま
す
。
3
月
3
0
日
に
、

中
谷
防
衛
相
と
ヘ
グ
セ
ス
米
国
防
長
官

は
、
日
米
の
司
令
部
機
能
強
化
に
向
け

た
「
指
揮
統
制
枠
組
み
向
上
」
を
確
認
し
、

ヘ
グ
セ
ス
氏
は
、
在
日
米
軍
司
令
部
を

「
統
合
軍
司
令
部
」
に
再
編
成
す
る
た
め

体
制
を
強
化
す
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

防
衛
省
が
3
0
日
に
発
表
し
た
「
日
米
防

衛
相
会
談
の
概
要
」
で
は
、
各
々
の
国
が

防
衛
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、「
自
由

ひ ろ が る 都 民 の た た か い

　
安
倍
自
公
政
権
以
降
の
経
済
政
策
の

破
綻
に
よ
り
物
価
の
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、

米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
暴
走
政
策
・

関
税
と
同
盟
国
へ
の
大
軍
拡
強
要
も
加

え
て
、
国
民
生
活
は
苦
し
く
な
り
、
戦
後

8
0
年
つ
づ
い
た
安
全
も
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
東
京
地
評
は
2
5
春
闘
に
お
い
て
、

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
と
、
国
民

生
活
の
安
全
・
安
心
を
守
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
を
拡
充
し
、
米
国
の
「
対
中
戦
争
戦

略
」
に
組
み
込
ま
れ
た
大
軍
拡
大
増
税
路

線
か
ら
脱
却
を
め
ざ
し
た
国
民
春
闘
を

た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
的
課
題
の
解
決
を
か
か
げ
て
た

た
か
う
国
民
春
闘
で
、
労
働
者
の
要
求

に
基
づ
い
た
政
治
変
革
を
進
め
る
こ
と

も
重
要
な
課
題
で
す
。
き
た
る
都
議
会

議
員
選
挙
で
は
、
労
働
組
合
の
要
求
と

都
政
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、
す

べ
て
の
組
合
員
に
投
票
に
行
く
よ
う
強

く
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
東
京
都
の
新
年
度
予
算
は
、
税
収
増

に
よ
り
空
前
の
歳
入
規
模
に
達
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
都
民
生
活
の
改
善
に

つ
な
が
る
施
策
は
そ
の
規
模
に
比
し
て

少
な
く
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
支
援
策

は
不
十
分
で
す
。
中
小
企
業
で
働
く
労

働
者
の
賃
上
げ
に
真
水
の
支
援
を
お
こ

な
い
、
企
業
が
負
担
す
る
社
会
保
険
料

分
も
都
が
負
担
す
る
な
ど
直
接
的
な
施

策
が
必
要
で
す
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

分
野
で
も
独
自
の
施
策
が
東
京
都
は
実

施
で
き
ま
す
。
長
時
間
・
過
酷
労
働
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
教
職
員
に
つ
い

て
も
、
少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員

の
定
数
増
加
で
解
決
で
き
ま
す
。
都
民

の
憩
い
の
場
を
乱
開
発
す
る
大
企
業
と

一
体
と
な
っ
て
都
税
を
投
入
す
る
な
ど
、

た
だ
ち
に
や
め
る
べ
き
で
す
。

　
ま
た
、
7
月
に
実
施
さ
れ
る
参
議
院

　３月２４日、陸海空自衛隊の実働部隊

を平時から戦時まで一元的に指揮する

「自衛隊統合作戦司令部」が発足しまし

た。この統合によって日米の戦闘部隊

が「統合」され、自衛隊が米軍指揮下に

組み込まれ、「戦争をする国づくり」が加

速することになります。

　
地
方
自
治
法
は
第
１
条
２
項
で
「
国
に
お
い
て
は
国
際
社
会
に

お
け
る
国
家
と
し
て
の
存
立
に
か
か
わ
る
事
務
、
全
国
的
に
統

一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
国
民
の
諸
活
動
若
し
く
は
地

方
自
治
に
関
す
る
基
本
的
な
準
則
に
関
す
る
事
務
又
は
全
国
的

な
規
模
で
若
し
く
は
全
国
的
な
視
点
に
立
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
施
策
及
び
事
業
の
実
施
そ
の
他
の
国
が
本
来
果
た
す

べ
き
役
割
を
重
点
的
に
担
い
、
住
民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る

限
り
地
方
公
共
団
体
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地
方

公
共
団
体
と
の
間
で
適
切
に
役
割
を
分
担
す
る
と
と
も
に
、
地

方
公
共
団
体
に
関
す
る
制
度
の
策
定
及
び
施
策
の
実
施
に
当
た

つ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
及
び
自
立
性
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
地
方
自
治
体
（
地
方
公
共
団
体
）
の
仕
組
み
と
し
て
、

も
っ
と
も
住
民
に
身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
市
町
村
（
東
京
都

は
市
区
町
村
）
が
置
か
れ
、
そ
の
市
町
村
を
包
括
す
る
広
域
の
地

方
公
共
団
体
と
し
て
都
道
府
県
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
場
合
は
首
都
で
あ
る
こ
と
と
歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
、

「
大
都
市
行
政
の
一
体
性
確
保
と
身
近
な
自
治
の
両
立
を
図
る
大

都
市
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
特
別
区
域
に
お
い
て
は
東
京
だ
け
の

制
度
と
し
て
水
道
、
下
水
道
、
消
防
、
大
規
模
な
都
市
計
画
や
都

営
住
宅
、
都
営
交
通
な
ど
本
来
、
市
町
村
が
お
こ
な
う
事
業
の
一

部
を
東
京
都
が
直
接
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
的
に
も
市
町
村
税
の
内
、
固
定
資
産
税
、
市
町
村

民
税
法
人
分
及
び
特
別
土
地
保
有
税
（
調
整
３
税
）
に
つ
い
て
は

「
大
都
市
行
政
の
財
源
」
と
し
て
東
京
都
が
賦
課
徴
収
し
、
そ
の

一
部
を
都
区
財
政
調
整
金
と
し
て
区
部
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

東京地方労働組合評議会　 事務局長　 井澤　 智

日
米
が
軍
事
司
令
部
を
設
置
　
日
米
連
合
軍
態
勢
へ

　
　
　
　
　
東
京
平
和
委
員
会
　
事
務
局
長
　
岸
本
正
夫

議
員
選
挙
に
つ
い
て
も
同
様
の
要
求
を

実
現
す
る
べ
く
、
労
働
組
合
と
し
て
学

習
・
教
育
活
動
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　
労
働
組
合
と
し
て
、
立
憲
主
義
・
民
主

主
義
の
原
則
を
守
り
、
大
企
業
優
遇
と

米
国
言
い
な
り
の
政
治
を
あ
ら
た
め
る

視
点
と
構
え
で
都
議
選
、
参
院
選
に
臨

み
、
労
働
者
・
国
民
の
生
活
を
底
上
げ
し
、

安
全
・
安
心
の
日
本
を
守
る
大
切
な
一
票

を
投
じ
る
こ
と
を
組
合
員
に
呼
び
か
け

ま
す
。　

新
入
生
歓
迎
運
動
で
激
動
を
予
感
さ
せ
る
対
話
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
青
都
委
員
会
　
佐
々
木
　
平

都 政 を
考 え る
連載 第２回

- シリーズ -

〈
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
〉

　
特
殊
な
東
京
都
の
制
度

言
動
は
、
対
話
の
な
か
で
も
多
く
の
学

生
の
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
民
青
同

盟
の
紹
介
文
を
読
ん
だ
学
生
か
ら
は
、

「
ト
ラ
ン
プ
は
ず
ば
ず
ば
も
の
を
い
っ
て

好
き
な
ん
だ
け
ど
、
高
関
税
政
策
と
か
、

日
本
と
の
関
係
で
は
結
構
や
ば
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。『
ア
メ
リ
カ
い
い

な
り
』
の
ま
ま
で
い
い
か
問
わ
れ
る
の
は

そ
う
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
反
応
が
あ
り

ま
す
。「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
政
治
の

ま
ま
で
い
い
の
か
と
い
う
問
い
か
け
が
、

共
感
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、
実
際

に
抜
け
出
す
た
め
の
展
望
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、「
学
費
問
題
に
関
心

が
あ
る
」
と
い
う
新
入
生
が
自
民
党
政
治

の
「
二
つ
の
異
常
」
に
つ
い
て
知
り
、「
変

え
ら
れ
る
方
法
が
あ
る
な
ら
学
ん
で
み

た
い
。
面
白
そ
う
」
と
受
け
止
め
て
加
盟
、

自
民
党
の
絶
対
得
票
率
が
1
4
％
し
か

な
い
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
、
自
民
党
政

治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
へ
の
展
望
を

学
べ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
加
盟
な

ど
と
い
っ
た
経
験
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
自
民
党
政
治
が
崩
壊
寸
前
に
あ
る
も

と
で
、
新
し
い
政
治
を
求
め
て
国
民
・
青

年
が
模
索
・
探
求
す
る
歴
史
の
変
わ
り
目

と
も
い
え
る
現
情
勢
を
反
映
し
、
今
後

の
激
動
を
予
感
さ
せ
る
対
話
が
相
次
い

で
い
ま
す
。　

すべての労働者に賃上げ、労働環境改善にむけて

よ
る
核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
能
力
を
使
用

す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
米
軍
は
、
日
常
的
に
防
衛
省
・
自
衛
隊

等
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
連
絡
・
調
整

を
行
う
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
を
米

軍
・
赤
坂
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
（
麻
布
ヘ
リ

基
地
）
に
設
置
し
ま
す
。

　
米
軍
は
、
日
米
同
盟
あ
り
方
を
、
米
韓

同
盟
に
お
け
る
戦
時
の
指
揮
権
（
戦
時
作

戦
統
制
権
）
が
米
軍
指
揮
官
の
下
に
置
か

れ
る
体
制
を
「
モ
デ
ル
」
に
す
る
と
国
防

次
官
候
補
は
証
言
し
て
い
ま
す
。

　
自
公
政
権
の
下
で
、
日
米
連
合
軍
が

い
つ
で
も
稼
働
で
き
る
体
制
が
出
来
上

が
り
ま
す
。

　
日
本
が
「
捨
て
石
」
と
さ
れ
戦
場
化
す

る
、
こ
の
愚
か
で
危
険
極
ま
り
な
い
大

軍
拡
計
画
の
実
態
を
告
発
し
、
大
軍
拡

反
対
の
世
論
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

写真提供・東京平和委員会
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